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大島差木地送信所下テングサ投石地のトコブシ生産効果

調査担当者

倉田洋二三木誠広瀬泉

1．はしがき

昭和３７年より漁場管理の適切な大島差木地漁業協同組合地先の送信所下投石

地について、トコブシ●生産効果印=凸■調査をおこなった。３９年度までの投

石地におけるトコブシの発生、帽集、成長、口開け、口止めによるトコブシ資源
３）

の増減、生産量、事業費の償却について調査し、これらについては前報に報告し

た。

本年度も引続き調査をおこなったので、その結果について報告する。

卜

2．調査方法

１）生産効果

前年に引続き、禁漁区の□開日について、その海土別水揚量を調査、投石事

業費の償却について検討し、併せて天然礁の水揚量と比較した。

２）生態調査

差木地投石地については、前回に引続き、昭和４０年６月～１２月までの間、

原則として毎月１回づつアクアラング潜水により、棲息調査（３Ｘ３ｍ２枠取）

を行なった。また、他の天然礁、元町（ヒズミ）、差木地（ヨコヤ、心中池）、

野増（千波）や投石地、元町（ナガネ）、岡田（ナエネ）、波浮（オオヤノク

ポ）についても比較のために調査を行なった。

採取した材料については、生物学的（殼長、総重量、肉重量、内臓重量、成

熟度、キクスズメ付着量等）測定をして比較対照をおこなった。これらの調査

地点は図１のとおりである。

４

3．調査結果

1）生産効果

ａ・口開

昭和４０年も前年に引続き２日間の口開けを実施するよう差木地漁業協同

組合に勧告したが、天候の都合で１曰しか口開けできなかった。口開曰（昭

－１－



図１ 大島調査地点図
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和４０年６月１曰）の個人別トコブシ、アワビの水揚量は表１に示したとお

りである。

海士１人当りのトコブシ水揚量は３．４～１９．３Ｋ,、平均９１４３４Ｋ?、金額に

して１，７００～９６５０円、平均４，７１７円を得た。当日の海士１９人が総計１７９．２５

Ｋ,、８９６２５円を水揚げした。この外にアワビが１人当り０．２～１．６５Ｋ,、平

均０．６７８坪、金額にして１３０～１，７２５円、平均４７５円を得た。アワビ、トコ

ブシを合せて、海士１人当り平均１０．１１２Ｋ1’５１９２円'を得たことになる。

以上昨年初日の総水場と比1皎すると海士数は約光（６３．３％）に減少した。

１人当り平均水揚量は約１．８６鱒（１６．４％）少ない。同じ傾向がアワビに

も見られる。アワビ１人当り平均水揚量は昨年より０．６２５鴎（４９９℃）も減

少している。金額で比'校するとⅡ乍年のトコブシに単(ｌＩＩｉは、３００円／K?、アワビ

６００円／Ｘ９に対して、今年(,まアワビ、トコブシ共に値上りしているためにzKi易量は少tjﾐいが、

イＭＩ人当りの収入は昨年より１，０１６円贈収となっている｡

b，事業費の償却

昭和３４～３７年の４か年間に投石量延Ｌ４７７ｍ３、事業費２６１４０６４円を

かげた。この投石地を昭和３９年に２曰間口開けして、トコブツ、アワビ計

６０５．３Ｋ,水揚げして、１９６３００円を得て事業費の７．４％を償却した。

昭和４０年は１日口開けして、トコブシ、アワビ計１９２．１３５Ｋ'を水揚げ

して、９８６２５．５円を，得た、２か年間に合せて、２９４，９２５．５円、事業費の

１１．３％を償却したことになる。

c・投石地と天然礁の水揚量

差木地漁業協同組合のトコブシ水揚量は、従来組合集荷をしていないので

明らかでなかったが、昭和４０年より組合集荷を始めたのでその水揚量は明

らかになった、資料を整理すると次のとおりである。

日別、月別、海士数、水揚量、金額を表３に示した。操業時期は４月中旬
※

より７月中旬までと１２月で５～６月が盛漁期である。操業日数は５か月間

に５５日で、そのうち３９日（７０．９％）が５～６月に集中し、,他の月は５～

６日と著しく少ない。従って、操業海士数２５８人中１８１人（７０．２

％）が５～６月中に集中している。

※従来都の漁業調整規則では９月１日～翌年３月３１日までが禁漁であるが、

４０年７月３日規則が改正され、９月１日～１０月３１日となった。従って

１２月に操業しても差支つかえない。

－３－



水揚量、金額は総計１，３８１．９K７，６３５９６７円で４月に３０４．９６K?、１１８，２２７

円、５月に５０２．３６Ｋ,、２２０７８０円、６月に４６５．９５Ｋ?、２４２６４５円と多く、

７月、２４．４８Ｋ,、１２２４０円、１２月８４．１３Ｋ,、４２，０７５円と少ない。この

理由は７月、８月とテングサ採取に集中され、トコブシ採取は行なわれない

ためである。総水揚量を天然礁と投石地に区別すると、天然礁では廷５５日

間２３９人が1,381j８８０Ｋ,、５５４８９２円を水揚げした。従って４０年水揚量の

１２．９％、金額にして１３．９％を投石地から得たことになり、投石地の生産

効果は著しく高いことが判る。

表１．送信所下海士別水揚高（Ｓ、４０．６．１）
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表２．昭和３９年送信所投石地口開時水揚高

王月日
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表３．差木地漁協トコブシ水揚高（昭和４０年）
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月曰 採取人数 水揚高(K?） 単価（円） 金（円）

１
２
３
４
７
９
０
１
２
３
４
６
９
０
１
３
４
６
７

●

６

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

１
６
５
５
４
７
６
９
３
７
１
１
４
１
１
１
３
１
１

２

２０１，４００

２０，７００

２０，４００

１３２００

１５，１５０

２０，０００

２３，２００

６２，１００

１２３５０

３８０００

２５５０

２５００

７;８５０

９７００

３，９５０

１，４５０

Ｔ８５０

１，２００

２４００

０
０
０
０
０

０
０

頁
』
〃
〃
〃
〃
ハ
リ
氏
』
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〃
〃
〃
‐
〃
〃
〃
頁
』
ｎ
Ｕ
〃
〃

←
、

〈
ｂ
川
圭
４
坐
Ｆ
Ｄ

ｌ
ｏ
Ｐ
Ｃ

１１０７７０－

１１，３８５－

１１，２２０－

7;２６０－

８３３２．５－

１２０００－

１０４４０－

２４８４０－

6，１７５－

2０４２５－

１，２７５－

L２５０－

３，９２５－

４８５０－

１，９７５－

７９７．５－

３９２．５－

6００－

1，２００－

月計 ８７ ４６５，９５０ ２４２６４５
３
９
７
８
９

●

７

１
１
１

０２

１
２
１
２
３
３

０，７００

１，９００

２，０５０

３，７００

７１８２０

８,３１０

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ
〃
〃
〃
〃
〃

５

３５０－

９５０－

L０２５－

１，８５０－

３，９１０－

４’1５５－

月計 １２ ２４，４８０ ″ 1２２４０

1２．２

３

５

６

１６

４
７
１
２
４

2５，３５０

２６，３５０

１３，９００

１３，８３０

４７００

ハ
Ｕ
〃
〃
〃
〃

５

１２６７５－

１ａｌ７５－

6，９５０－

６，９２５－

２３５０－

月計 1８ ８４１３０ 〃 ４２０７５－

総計 ２５８ １，３８１，８８(） 〃 6３５，９６７



２）海況、（大島トーシキ海岸観測）

昭和４０年の大島の海況（水温）は、周年にわたって平年以下の低温を示し、

わずかに６月に黒潮の按近による高洲を示した。（図２）、大きな特徴は７月

～１０月の夏期の異常`低温である。

特に８月は平年より５℃も低く、これは豆南海域に発生した冷水塊が広がり

大島を覆ったためである、１１月に入ってようやく平年並にもどったが、ふた

ムび１２月に入って冷水塊の影響を受けて低下している。

この様な海況の変動は生物に影響を与え、特に大島忙於いてはトコブシ、イ

セエビの産卵期が大巾に遅れた。

図２月平均水温の変化

。
Ｃ
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叫
田
皿
ｎ
ｍ
円
旧
、
旧
旧
忰
旧

Ⅱ1（ＩＬＪ

２３４５６７８９１０１１１２月

３）生態調査

ａ・殻長組成

（１）送信所投石地

iillliI査月ごとの測定値及び殻艮iill成（百分率）を示すと表４，５，図３の

とおりである。調査月ごとに税llAlすると、６月１日の口Ｍ]日に任意に選ん

で起こした投石４０｛固※の殻長範囲は３．３７～６．８３c7n、平均５．５６c77zと大

※投伍地内で２か所の生息量（３×３万'２）を調査する計画であったか、口開曰

にｌか所説|萱しただけで、海士が満水を|)H始しﾌﾟこ上め今１か所の枠取かできな

くなったので、投石地沖合の海士の入らない吻所で起こしてない不｢を４（)旧起

こした（３×３，２）の枠内にはＷＬｊ４０(l1lilの投石かある。）しかし、一応測定

資料は前年との比'|攻から除外した。

－７－



きいが枠取調査（３×３〃）の殻長は２．３８～６．４４c77z、平均５．０７０Wz、ま

た、組合に集荷された、海士の採取したトコブシより無作為に選んだ殻長

は３．６３～６．３７c77z、平均５．０６ｍである。また殻長制限下のトコブシは

１２．７％であった。

口開後２か月経た８月２日の枠取調査（３×３ｍ2を２か所）ては殻長範

囲２．００～６．６０ｃ７ｎ２か所の平均４．８９c77zと口開時より０．６～０．８ｃ77ｚ小さ

い。また、この月のは制限殻長以下（４．５c77z以下）のトコブシカ全体の

２１．７％を占め、特に発生後、１年を経た２～３c77zの幼貝が多いのが目立

った。９月２４日の調査では、殻長範囲４．０３～５．８６c77z、平均４．９３ｍと

前月とほとんど変らない。また、殻長制限以下のトコブシは２０．８％で多

い．１０月２４日の調査では殻長範囲３．０４～６．０８c７，，２か所の平均

４．７２c77zと前月に比べて小さく、今までの調査で最も小さい殻長平均を示

した。又殻長制限以下のトコブシは２８．９％と今回の調査で最も多い。１２

月１４日の調査では殻長範囲３．５７～７．３５c7/１，２か所の平均５．Ｏ６ｃ７ｎと前

月に比較して大きく、殻長制限以下は１２．６％と少なかった。

以上の殻長平均を昨年の調査（昭和３９年５月～４０年３月）と比較し

てみると（６月１日口開時の４０個の石を起こして採取したトコブシを除

く）、各月とも昨年に比べて、０．２５～O57c77zも小さくなっている。例え

ば、昨年（昭和３９年５月５日、６日）の口開時の殻長平均５．５４c7nと比

較してみると今年は約０．４８ｃｍ､小さい。また、昨年９月２９日の殻長平

均は５．２８c77zと今年の９月２４曰の殻長平均４．９３c77zでは０．２５c77zの差が

あり、昨年の１２月には殻長平均５．４１c77z、今年１２月１４曰の殻長平均

５．０６c77zの間は０．３５c77zの差がある。

この殻長の小さくなってきた傾向は４０年度の１月頃からみられ、１月

２６日の調査では殻長５．０７c77z、３月２日の調査では４．９０ｃ７１ｚと小さくな

って、禁漁後１０か月近く経ても成長が見られない。殻長制限以下（４．５

万ｚ）のトコブシの出現.率について、昨年（昭和３９年）５月から１２月ま

でと比較してみると、昨年の平均は３．７６％と少なかったが今年の平均は

２１．５％と非常に多くなり、この化自向は昨年度調査の４０年１月２６日の

１５．９％、同３月２日の２３．４％と次第に多くなってきている。

－８－



表４送信所下投石地枠取調査

表５送信所下投石地トコブシ殻長組成（枠取分）
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(2)天然樵

投石地のトコブシと比1鮫するために、大島各地先の天然礁千か所につい

て調査した。結果は表６，８、図４のとおりである。

元町地先ヒズミ（昭和４０年４月２日調査）

大島北西に旧1し、南に赤禿という急崖が突出し、北はゆるやかな鼻で仕

切られた湾入の少ない海岸で、訂線は大型角石が密布し、沖は岩磐の平ら

な床に小型角石が散圧する。沿岸は雑藻（紅藻）が多く、テングサは少な

い。沖合の５ｍ以深は石灰藻、褐藻か多い。

昭和４０年に入って初めて口IjHされた初日の海士の水揚物より、無作為

に選んだ材料を測定した結果、殻長範囲３．９８～６．８Ｍz、平均５．２９c77zと

比較的平均した大きさの(lib1体がそろっていた。また殻長制限下のトコブシ

は１２．７％て．ある。

元町地先シゲラ（昭和４０年４月５日調査）

大島の北西に面し、長根北側のゆるく張出した熔岩流が海中に流出し、

緩傾斜地で海底は比較的平たんな漁場を形成している。水深は浅く１～４

ｍである、雑藻は多く、オュブサが繁茂しテングサ漁場としてはＢ級て､あ

る。（テングサ着生量７０Ｍ／７７ｚ２）

調査は素モグリにより行った。採取したトコブシは殻長範囲、１０４～

６．１０cT7z平均２．７０ｃ１７ｚと小さく、特に幼貝の多いのが目立つ。

差木地地先ヨコヤ（昭和４０年６月１日調査）

送信所下投石地に隣按する狭い場所で、沖側は凸礁によって囲まれ梢々

深く、角石が散圧する、テングサはオ人ブサが多く、他に紅藻類も多い。

送信所下投石地と同時に口開され、水場された中から無作為に選んで測

定した。殻長範囲４．７４～９．４６c7n平均７．５９c77zと著しく大きく、天然礁中

最大を示した。また殻長制限下のトコブシは皆無である。

野増地先千波崎北側（昭和４０年６月１１日調査）

大`島の西側中央に位満し、千波崎の北但'|に当り、岸は急崖、急深である。

海底は巨大な角石が密布し、その間に小角石が散在する、トコブシを採取

した附近の水深は７７７２である。藻朔は紅藻、褐藻（アントクメ、ノコギリ

モク）が多く、テングサは少ない。アクアラング潜水により採取したトコ

ブシの殻長iiMldは４．６４～７．５１c77z、平均５．９５c77zで比1鮫的殻形のそろった

大型のトコブシハで、殻長制限下のトコブシとは皆無である。
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差木地地先心中池（昭和４０年７月２０日調査）

大島の南西に面し、送信所下投石地と隣按する。岸は大角石の急崖で熔

岩流が仲に張出し、大型のタイドプール（直径５０〃し）を形|文し水深１～

２刀匹で外海と池じている。タイドブールの中は小型の玉石か散庄し藻類は

少ない。池の外側は急深で大角石と熔岩崖で、その間に小角石があり紅藻

及び褐藻の着生をみる。

心中池（タイドプール）は素もぐにより、外側はアクアラングで採取し

た。

殻長範囲２．０６～８．７３c77z、平均４．６１c77zで殻長制限下のトコブシは４５．５

％と多い。

心中池は幼貝が多く、池の外側は大型のトコブシが目立った。

(3)その他の投石地

送信所下投石地以外の投石地について２か所調査した、その結果は表７，

８，図５のとおりである。

岡田地先ナエネ投石地（昭和４０年６月２１曰調査）

大島の北東に面し、ナエネ（岩礁）の沖合に位置する。水深１０～１５

ｍ、岸近くは岩磐で沖は角石が散在し、その問は投石で埋まっている。１５

れ以深は砂礫地である。角石及び投石にはマクサ、ヒラクサ、アントクメ

（褐藻）等多く、テングサ漁場としてはＡ級（テングサ着生量１００９／伽2）

である。投石事業は昭和３３年以降続けられ、トコブシは禁漁されている。

アクアラング潜水により採取したトコブシの殻長組成は、殻長範囲６．０５

～８．７７c71z、平均７．２６ｍと大きく、ヨコヤの天然礁のトコブシ（殻長平

均７．５９c77z）忙匹適する。また殻長制限下のトコブシは皆無であった。生

息密度は少なく天然礁並である。

波浮地先オュヤノクボ投石地（昭和４０年８月９日調査）

大島の南東に面し、北側は約３０汎突出した熔岩根があって、南は直線

に近い湾入の浅い小湾を形成する。岸近くは大角石で１０ｍ以深の沖合は

砂地である。投石地は水深５～１０ｍでオオブサの着生が多い。トコブシ

の採取はエゾアワピの放流された昭和３６年以降禁漁にされている。アク

アラング潜水により枠取調査（３×３７フル）を２か所行なった。その結果殻

長組成は、殻長範囲２．６()～７．５０c77z2か所の平均５．２８c7nで制限殻長以下

のトコブシは１２．６％て゛あった。

す

－１１－



(4)考察

以上が各地先の殻長組成の結果であるが、これを送信所下投石地と他の

投石地波浮オオヤノクボ、岡田ナエネ及び各地先の天然樵のトコブシと比

較してみた。

送信所下投石地と殻長組成が非常に良く類似している地先にオオヤノク

ポ投石地がある。オオヤノクポ投石地は、トコブシを禁漁にしてある点、

海底状況、水深（約７"）、またテングサ漁場としての価値もオオブサを

主にしたＢ級の漁場である等、環境条件も送信所下に類似している。従っ

て殻長組成も中型（約５c77z前後）が多く、生息密度が高く極めて送信所下

投石地と類似した傾向を示す。

同じ投石地でも岡田ナニネ投石地は送信所下投石地にくらべ、殻長組成

は大きく異る、殻長平均は１．７０～２．８６c17zも岡田ナエネ投石地が大きい、

また殻長制限下のトコブシも少ない。岡田ナニネ投石地はテングサ漁場と

しては、マクサが主でＡ級の漁場で他の海藻も多く水深も送信所投石地よ

り深く（１０～１５ｍ）素もぐりによる採取不可能な点等送信所投石地、

オオヤノクポ投石地とは著しく異る、また禁漁にしてある割には生息密度

は低く、従って大型（７．００７７z前後）のトコーブツが多く、天然礁に近い殻

長組成を示している。

天然樵について比較してみると、生息密度が投石地の方が高い。これは

投石地の石がトコブシの発生、生息に適しており、漁場全体に広い生息個

所を形成するからと考えられる。

天然礁は水深の浅い場所（１～２"）タイドプール、岩礁間の凹所（元

町シゲラ、差木地心中池）に幼貝の発生が多いが、深所では幼貝が少なく

成貝が多く、その殻長も大きく、かなりはっきりすみ分けている。また著

しく殻長の大きいトコブシ（差木地ヨコヤ）が生息する所があるが、これ

はトコブシとの成長に適した特殊な環境があるものと考えられる。

このように天然礁においては、投石地に較べ幼貝の発生場所、水深の深

い成貝の生息する場所、また地先により非常に大きなトコブシが生息する

場所等、地先によりトコブシの組成に変化がみられる。
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表６．天然礁トコブレ調査（枠取は行わず）
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表８．他の天然礁及び投石地のトコブさ殼長組成
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ｂ、全重量に対する軟体部重量の割り割合の季節的変化

送信所下投石地の材料を用いて、全重量に対する軟体部重量の割合の季節

的変化を示せば、図６のとおりである。即ち季節的には余り大きな変化は見

られない｡３月～６月に上昇し、８月梢々低下を示すが１０月まで上昇し、

１１月～１２月は低下する。
２）

従来調査した八丈島（倉田、１９５２）、千葉県（大場）１９６４）産の全重量

に対する軟体部重量の割合の季節変化は同一傾向を示すが、高低が激しく春

～夏に上昇し、秋に低下し冬は上昇傾向にある。その最高は八丈島で８月、

千葉県で６月に見られる。今回の調査では先に海況で述べたように、冷水の

影響で７月～１０月にかげて低水温が特続し、そのためにトコブツの産卵期

が約半月から１ケ月遅れ又産卵期が長期間にわたった為に全重量に対する軟

体部重量の割合は季節的に大きな変動はみられなかったものと思われるまた

大島におけるトコブンの産卵期は平年で７月～９月であるが、４０年は冷水

の影響で９～１０月にかけて行なわれた。産卵が'行なわれると平行して軟体

部重量の全重量に対する割合も低下するが、従来の傾向より梢々遅れて１０

月以降低下~しており又充分産卵がおこなわれなかったのではないかと推定さ

れる。

図６．全重量に対する軟体部重量の季節変化

（送信所下投石地）

％
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。、枠収量の変化

昭和４０年６月～１２月に５回にわたって水深１０７７１m後の枠雨に適当な

投石場所を選び、アクアラング潜水によって３×３７”（９㎡）のロープで区

画して投石を起し、発見したトコブンを全量採取した．その結果は表９図７

のとｊｊｿＣある、

表９．枠取量（彫）と生息数の変化（９㎡）
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図７．送信所下投石地の枠取量（9771F）と生息量
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６月１日、口開日の海士の潜水前に採取して１，２４１Ｋｇ／９㎡を採取した。

これは禁漁当時(昭和39年１月29日調査)の2,146坪／9㎡に較べる

と４２２％の減少である．また昨年の口開（３９．．５．５～６）後初めて枠取

調査を行なった（３９．１２１２）時の枠収量（１，２３８Ｋ,／９㎡）よりわず

かに上まわっているが実際は口開後から最初の枠取調査まで６カ月間経過し

ているので、その間の成長があるから禁漁の効果はなかったといえよう。ま

た、４０年の口開後４回の枠取調査の結果では、生息数の減少とともに枠取

量も減少し、１２月では０６５６Ｋ,／９㎡と、６月１日の口開日に較べて

４７:１９６の減少を示している。これらの事は前報で報告したとおり、投石地

を口関し－定量間引くことにより生息密度を減少させ、その結果トコブシの

成長を期待したのであるが、実際に口開してみると殼長の伸びも少なく、発

生による添ｶﾛも少ない。従って送信所下投石地のトコブシ資源は口開ごとに

減少しているといえよう．これらの減少の原因については次⑩ようなことが

考えられる．

１）生息密度が高く、加えて餌料海藻が少ない。

２）投石後ウニ類（ムラサキウニ、アカウニ）の発生」に伴いトコブシの餌

料不足

３）投石地へ漂砂が浸入して生息環境が悪化してきた。

４）天然礁に比べてキクスズメの寄生が異常に多いことが目立つ．

５）天然礁に比べて投石地のトコブシがやせている．

１）についてはすでに述べた．２）については餌料の不足に加えて投石後ウ

ニの発生が多くウニの成長に伴って、トコブシと同一餌料である海藻類を食

べ一層餌料海藻の欠之をきたしている．４）については投石地のトコブシに

キクスズメの寄生が異常に多いことに気･付く．実際に寄生量を測定すると表

１０のとおりで総重量に対し５～９％の寄生率を示す。天然礁については寄

生は少い場所もあり多い場所もあるが投石地より寄生率は少ない．この寄生

によるトコブシの生体への影響については、今後くわしく調査する必要があ

る．

ｄ・投石地と天然礁のトコブシの総重量に対する肉重量の割合

投石地に隣接する天然礁＝ﾔの各個体肥満度(鰹葦×川〕を殼長
別に表わすと図８のとおりになる。結果をみると投石地より天然樵が明ら

かに高く平均値では投石地４３．３７％天然礁の方が肥満している．投石地

－１８－



表１０．送信所下投石地のキクスズメ寄生量

；

『
］

。

且
Lｊ９６

８．１９

注８．９はオオヤノクポ

！

図８投石地と天然礁の総重量に対する肉種量の割合
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いが投石地のトコブシと生産量は１日だけの口開で給水揚量の１２．９％と極めて
￣、

｢F弓Iい゜

浅海漁場の高度利用の－手段として、トコブシと生息適地を調査してテングサ

以外の生産も併せて利用価値を高めるようにすべきである。そのテストケースと

して送信所下投石地において、

昭和３９年度以降調査を進めてきたが、天然樵に校べて生息密度が高いがその

(糞資源量は口開ごとに減少の傾向にある。この原|土|がどこにあるか、また資源量
を維持して行くにはどのような方法をとったら良いか究明するために、今後更に
投石地の調査を進めて行きたい。

次年度は投鰄台地の微環境調査、トコブツとの生息密度による成長の比較、投石地
のトコブシとの天然樵への移殖、標識放流等行ない適切なる漁賜管理の資料とした

い○
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発行月日

昭和４１年２月２５日

昭和４１年３月 ０ 日

発行所東京都水産試験場

東京都大田区東糀名５～３～１

桜井広済堂

東京都港区芝三丁目２４－５

雷（４５３）０５５１～８


